
算数科 小学校 第３学年 十日市場小学校 評価規準 
 

■評価の観点とその趣旨   

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・数の表し方、整数の計算の意

味と性質、小数及び分数の意味

と表し方、基本的な図形の概

念、量の概念、棒グラフなどに

ついて理解し、数量や図形につ

いての感覚を豊かにしている。 

・整数などの計算をしたり、図

形を構成したり、長さや重さな

どを測定したり、表やグラフに

表したりすることなどについて

の技能を身に付けいている。 

・数とその表現や数量の関係に

着目し、必要に応じて具体物や

図などを用いて数の表し方や計

算の仕方などを考察する力、平

面図形の特徴を図形を構成する

要素に着目して捉えたり、身の

回りの事象を図形の性質から考

察したりする力、身の回りにあ

るものの特徴を量に着目して捉

え、量の単位を用いて的確に表

現する力、身の回りの事象をデ

ータの特徴に着目して捉え、簡

潔に表現したり適切に判断した

りする力などを身に付けてい

る。 

・数量や図形に進んで関わり、

数学的に表現・処理したことを

振り返り、数理的な処理のよさ

に気付き生活や学習に活用しよ

うとしている。 
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 Ａ 「数と計算」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1)「整数の表し方」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・万の単位について知っている。 

・10倍、100倍、1000倍、1/10

の大きさの数及びそれらの表し方に

ついて知っている。 

・数の相対的な大きさについての理

解を深めている。 

・数のまとまりに着目し、大きな数の

大きさの比べ方や表し方を考え、日

常生活に生かしている。 

・整数に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数理的

な処理のよさに気付き生活や学習

に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・万や億の単位について知って

いる。 

・10倍、100倍、1000 倍、1/10

の大きさの数及びそれらの表し

方について知っている。 

・十、百、千、万を単位とする

数の相対的な大きさの見方・考

え方を用いて数を捉えることが

できる。 

・数のまとまりに着目し、万を

超える数の大きさの比べ方や表

し方を、図や数直線を用いるな

どして考えている。 

・数を比べる際には、十進位取

り記数法をもとに大きい位から

見れば大小を比べられることに

気付いている。 

・十、百、千、万を単位とする

数の相対的な大きさの見方を活

用して、計算の仕方を考えてい

る。 

 

 

 

 

 

・万の単位の数が使われている

ことを身の回りから見付け、そ

の大きさをつかんだり読んだり

しようとしている。 



(2)「加法及び減法」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・３位数や４位数の加法及び減法の

計算が、 ２位数などについての基

本的な計算を基にしてできることを

理解している。また、それらの筆算

の仕方について理解している。 

・加法及び減法の計算が確実にで

き、それらを適切に用いることがで

きる。 

・数量の関係に着目し、 計算の仕

方を考えたり計算に関して成り立つ

性質を見いだしたりしているととも

に、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしてい

る。 

 ・加法及び減法に進んで関わり、

数学的に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとしてい

る。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・３位数や４位数の加法及び減

法の計算が２位数などについて

の基本的な計算を基にしてでき

ることを理解している。 

・３位数や４位数の加法及び減

法の筆算の仕方について理解し

ている。 

・３位数や４位数の加法及び減

法の計算が確実にできる。 

・２位数どうしの加法及びその

逆の減法の答えを暗算で求める

ことができる。 

・３位数や４位数の加法及び減

法の計算の仕方について、十進

位取り記数法による数の表し方

や十を単位としてみる数の見方

を基に考えている。 

・加法及び減法に関して成り立

つ性質を見いだしている。 

・加法及び減法に関して成り立

つ性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをしたりし

ている。 

・学習したととをもとに、３位

数や４位数の加法及び減法の計

算の仕方を考えようとしてい

る。 

(3)「乗法」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・２位数や３位数に１位数や２位数

をかける乗法の計算が、乗法九九

などの基本的な計算を基にしてでき

ることを理解している。また、その筆

算の仕方について理解している。 

・乗法の計算が確実にでき、それを

適切に用いることができる。 

・乗法に関して成り立つ性質につい

て理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数量の関係に着目し、 計算の仕

方を考えたり計算に関して成り立つ

性質を見いだしたりしているととも

に、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしてい

る。 

・乗法に進んで関わり、 数学的に

表現・処理したことを振り返り、数理

的な処理のよさに気付き生活や学

習に活用しようとしている。 



具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

•２位数や３位数に１位数や２

位数をかける乗法の計算が、乗

法九九などの基本的な計算を基

にしてできることを理解してい

る。 

•２位数や３位数に１位数や２

位数をかける乗法の筆算の仕方

について理解している。 

•２位数や３位数に１位数や２

位数をかける乗法の筆算が確実

にでき、それを適切に用いるこ

とができる。 

・乗法の交換法則、結合法則、分

配法則など、乗法に関して成り

立つ性質について理解してい

る。 

・被乗数を多面的に見たり、 図

と式を関連付けたりしながら、

２位数や３位数に１位数や２位

数をかける乗法の計算の仕方を

考えている。 

・計算の仕方を振り返ったり、数

量と図と関連付けたりしなが

ら、乗法の交換法則、結合法則、

分配法則など、計算に関して成

り立つ性質を見いだしている。 

・計算に関して成り立つ性質を

活用して計算を工夫している。 

・計算に関して成り立つ性質を

活用して、計算の確かめをして

いる。 

・乗法の計算の仕方を振り返り、

被乗数をどのようにみると既習

の計算が使えるのかについて気

付き、次の学習に活用しようと

している。 

・計算に関して成り立つ性質を

使うと計算が工夫できるという

よさに気付き、計算するときに

活用しようとしている。 

・筆算をしたり見積りをしたり

する際に、暗算が生かせるとい

うよさに気付き、実際にしよう

としている。 

(4)「除法」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・除法の意味について理解し、それ

が用いられる場合について知ってい

る。また、余りについて知っている。 

・除法が用いられる場面を式に表し

たり、式を読み取ったりすることがで

きる。 

・除法と乗法や減法との関係につい

て理解している。 

・除数と商が共に１位数である除法

の計算が確実にできる。 

・簡単な場合について、除数が１位

数で商が２位数の除法の計算の仕

方を知っている。 

・数量の関係に着目し、 計算の意

味や計算の仕方を考えたり、計算

に関して成り立つ性質を見いだした

りしているとともに、その性質を活用

して、計算を工夫したり計算の確か

めをしたりしている。 

・数量の関係に着目し、計算を日常

生活に生かしている。 

・除法に進んで関わり、 数学的に

表現・処理したことを振り返り、数理

的な処理のよさに気付き生活や学

習に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・包含除や等分除など、 除法

の意味について理解し、それが

用いられる場合について知って

いる。 

・除法が用いられる場面を式に

表したり、式を読み取ったりす

ることができる。 

・除法と乗法や減法との関係に

ついて理解している。 

・除数と商が共に１位数である

除法の計算が確実にできる。 

・割り切れない場合に余りを出

すことや、余りは除数より小さ

いことを知っている。 

・簡単な場合について、除数が

１位数で商が２位数の除法の計

算の仕方を知っている。 

 

 

・除法が用いられる場面の数量

の関係を考え、具体物や図など

を用いて考えている。 

・除法は乗法の逆算と捉え、除

法の計算の仕方を考えている。 

・余りのある除法の余りについ

て、日常生活の場面に応じて考

えている。 

・日常生活の問題を除法を活用

して解決している。 

・簡単な場合について、除数が

１位数で商が２位数の除法の計

算の仕方を考えている。 

・除法が用いられ場面の数量の

関係を、具体物や図などを用い

て考えようとしている。 

・除法の場面を身の回りから見

付け、除法を用いようとしてい

る。 

・自分が考えた除法の計算の仕

方について、具体物や図と式を

関連付けて考えようとしてい

る。 



(5)「小数とその表し方」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・端数部分の大きさを表すのに小

数を用いることを知っている。また、

小数の表し方及び 1/10の位につ

いて知っている。 

・1/10の位までの小数の加法及び

減法の意味について理解し、それら

の計算ができることを知っている。 

・数のまとまりに着目し、小数でも数

の大きさを比べたり計算したりできる

かどうかを考えるとともに、小数を日

常生活に生かしている。 

・小数に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数理的

な処理のよさに気付き生活や学習

に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・端数部分の大きさを表すのに

小数を用いることを知ってい

る。 

・小数の表し方及び 1/10の位に

ついて知っている。 

・量を測定する単位の構成が、十

進構造になっていることについ

て理解している。 

・1/10 の位までの小数の加法及

び減法の意味について理解し、

それらの計算ができることを知

っている。 

・小数の大きさについて、図や数

直線を用いて表したり、0.1の幾

つ分かを考えたりして、大きさ

を比べたり、小数の加法及び減

法の計算の仕方を考えたりして

いる。 

・小数やその計算が日常生活に

も使えることに気付いている。 

・小数でも数の大きさを比べた

り、計算したりできるかどうか

考えたことを振り返り、0.1の幾

つ分と見ることで整数と同じ見

方ができることに気付き、次の

学習に活用しようとしている。 

・端数部分の大きさを表すこと

ができるというよさに気付き、

身の回りから、小数が用いられ

る場面を見付けようとしてい

る。 

(6)「分数とその表し方」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・等分してできる部分の大きさや端

数部分の大きさを表すのに分数を

用いることを知っている。また、分数

の表し方について知っている。 

・分数が単位分数の幾つ分かで表

すことができることを知っている。 

・簡単な場合について、分数の加法

及び減法の意味について理解し、

それらの計算ができることを知って

いる。 

・数のまとまりに着目し、分数でも数

の大きさを比べたり計算したりできる

かどうかを考えているとともに、分数

を日常生活に生かしている。 

・分数に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数理的

な処理のよさに気付き生活や学習

に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・等分してできる部分の大きさ

や端数部分の大きさを表すのに

分数を用いることを知ってい

る。 

・分数が単位分数の幾つ分かで

表すことができることを知って

いる。 

・数直線を用いて、0.1と 1/10の

大きさが等しいことを理解して

いる。 

・同分母の分数の加法及び減法

の意味について理解している。 

・真分数どうしの加法及び減法、

和が 1 までの加法とその逆の減

法の計算の仕方を知っている。 

 

 

・同分母どうしの場合は、単位分

数を基に、分子の大きさを比べ

ることができることに気付き、

分数の大きさを比べている。 

・単位分数の幾つ分と見ること

で、整数と同じように処理でき

ることに気付き、同分母の分数

の加法及び減法の計算の仕方を

考えている。 

・同分母の分数の加法及び減法

の計算の仕方について、日常生

活における場面を基に考えた

り、図に表して考えたりしてい

る。 

・端数部分の大きさを分数を用

いて表そうとしている。 

・数のまとまりに着目し、分数で

も数の大きさを比べたり計算し

たりできるかどうかを考えよう

としている。 

・身の回りから、分数が用いられ

る場面を見付けようとしてい

る。 

・単位として都合のよい大きさ

を選ぶことで、小数では表せな

い数も表すことができるよさに

気付いている。 



(7)「数量の関係を表す式」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・数量の関係を表す式について理

解するとともに、数量を□などを用

いて表し、その関係を式に表したり、

□などに数を当てはめて調べたりす

ることができる。 

・数量の関係に着目し、数量の関

係を図や式を用いて簡潔に表した

り、式と図を関連付けて式を読んだ

りしている。 

・数量の関係を表す式に進んで関

わり、数学的に表現・処理したことを

振り返り、数理的な処理のよさに気

付き生活や学習に活用しようとして

いる。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・未知の数量を□などを用いて

表すことにより、数量の関係を

式で表せることを理解してい

る。 

・未知の数量を□などを用いて

表し、その関係を式に表すこと

ができる。 

・未知の数量を□などを用いて

表した式について、□に数を当

てはめて調べることができる。 

・数量の関係に着目し、数量の関

係を図や、□などを用いた式に、

簡潔に表している。 

・□などを用いて表した式その

ものが、一つの数量を表してい

ることに気付き、式と図を関連

付けて、式が表している場面の

意味を読み取っている。 

・数量の関係を図に表したこと

を振り返り、□などを用いた式

に表すよさに気付き、□などを

用いた式を問題解決に生かそう

としている。 

(8)「そろばん」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・そろばんによる数の表し方につい

て知っている。 

・簡単な加法及び減法の計算の仕

方について知り、計算している。 

・そろばんの仕組みに着目し、大き

な数や小数の計算の仕方を考えて

いる。 

・そろばんに進んで関わり、数学的

に表現・処理したことを振り返り、数

理的な処理のよさに気付き生活や

学習に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・そろばんによる数の表し方に

ついて知っている。 

・そろばんによる簡単な１位数

や２位数の加法及び減法の計算

の仕方について知り、計算して

いる。 

・そろばんによる大きな数や小

数の加法及び減法の計算の仕方

を考えている。 

・そろばんによる数の表し方を

振り返り、十進位取り記数法の

仕組みでそろばんが作られてい

るよさに気付き、そろばんで整

数や小数を表したり、計算した

りしようとしている。 
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 Ｂ 「図形」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1) 「図形」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・二等辺三角形、正三角形などに

ついて知り、作図などを通してそれ

らの関係に次第に着目している。 

・基本的な図形と関連して角につい

て知っている。 

・円について、中心、半径、直径を

知っている。また、円に関連して、

球についても直径などを知ってい

る。 

 

 

 

・図形を構成する要素に着目し、構

成の仕方を考えるとともに、図形の

性質を見いだし、身の回りのものの

形を図形として捉えている。 

・図形に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数理的

な処理のよさに気付き生活や学習

に活用しようとしている。 



具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・二等辺三角形、正三角形、直

角に等辺三角形の意味や性質を

理解している。 

・二等辺三角形や正三角形を、

定規やコンパスを用いて作図す

ることができる。 

・二等辺三角形を作図する中

で、正三角形が作図できること

に気付いている。 

・一つの頂点から出る２本の辺

が作る形を角ということを知っ

ている。 

・二等辺三角形、正三角形など

の三角形を観察し、違いに気付

いて分類し、それらの特徴を見

いだしている。 

・二等辺三角形や正三角形を紙

で作ったり、作図したりするこ

とを通して、二等辺三角形や正

三角形の性質を見いだしてい

る。 

・二等辺三角形や正三角形の観

察や構成を通して、それらの特

徴や性質を見いだそうとしてい

る。 

・二等辺三角形の作図の仕方を

振り返り、正三角形の作図に活

用しようとしている。 

・二等辺三角形や正三角形が敷

き詰められることなど、二等辺

三角形や正三角形のよさに気付

き、身の回りの二等辺三角形や

正三角形が日常生活でどのよう

に活用されているのか調べよう

としている。 

・円や球について、中心、半径、

直径の意味やそれぞれのもつ性

質を知っている。 

・コンパスを用いて、円を作図す

ることなどができる。 

・円の半径や直径を観察したり、

作図したりすることを通して、

円の半径や直径は無数にあるな

どの性質を見いだしている。 

・球の観察などを通して、球を平

面で切ると切り口は円になり、

球をちょうど半分に切った場合

の切り口が最大になるなどの性

質を見いだしている。 

・円と球に関心をもち、特徴を調

べようとしている。 

・身の回りの円や球が、日常生活

でどのように活用されているの

か調べようとしている。 
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 Ｃ 「測定」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1) 「量の単位と測定」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・長さの単位（キロメートル（㎞））及

び重さの単位（グラム（ｇ）、キログラ

ム（㎏））について知り、測定の意味

を理解している。 

・長さや重さについて、適切な単位

で表したり、およその見当を付け計

器を適切に選んで測定したりしてい

る。 

・身の回りのものの特徴に着目し、

単位の関係を統合的に考察してい

る。 

・量を比べたり測定したりすることに

進んで関わり、数学的に表現・処理

したことを振り返り、数理的な処理

のよさに気付き生活や学習に活用

しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・長さの単位（㎞）及び重さの単

位（ｇ、㎏、ｔ）について知り、

長さや重さも単位の幾つ分かで

測定できることを理解してい

る。 

・ものの長さや重さについて、適

切な単位で表すことができる。 

・長さや重さについて、およその

見当を付け、計器を適切に選ん

で測定することができる。 

・メートル法の単位の仕組につ

いて理解している。 

・長さ、体積、重さについて、１

㎞は 1000ｍ、１Ｌは 1000mL、１

㎏は 1000gなどの関係を基に、既

習の単位を整理し、接頭語が表

す倍の関係などに気付いてい

る。 

・メートル法の単位の仕組みを

活用し、新しい単位に出会った

ときも類推して量の大きさを考

えている。 

・長さや重さについて、およその見

当を付け、効率的に測定しようとし

ている。 

・長さや重さなどの単位を用いて表

したことを振り返り、「m」「c」「k」

などの接頭語が共通に用いられてい

るというメートル法の単位の仕組の

よさに気付き、身の回りで使われて

いる新しい量の単位に出会ったとき

も類推してその単位の大きさや関係

について考えようとしている。 



(2） 「時刻と時間」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・秒について知っている。 

・日常生活に必要な時刻や時間を

求めることができる。 

・時間の単位に着目し、時刻や時

間の求め方について考察し、日常

生活に生かしている。 

・時刻と時間に進んで関わり、数学

的に表現・処理したことを振り返り、

数理的な処理のよさに気付き生活

や学習に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・秒について知っている。 

・日常生活に必要な時刻や時間

を求めることができる。 

・日常生活の場面について、時

計の模型や数直線を用いて時刻

や時間の求め方について考えて

いる。 

・1秒や 10秒、60秒の感覚を

手をたたくなどの体験を通して

捉えようとしている。 

・必要になる時刻や時間を測定

して表したり、必要な時刻や時

間の求め方について考えたりし

ようとしている。 

・日常生活で時間の単位（秒）

が用いられている場面を調べよ

うとしている。 

   

算数科 小学校 第３学年   

 Ｄ 「データの活用」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1）「データの分析」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・日時の観点や場所の観点などか

らデータを分類整理し、表に表した

り読んだりすることができる。 

棒グラフの特徴やその用い方を理

解している。 

・データを整理する観点に着目し、

身の回りの事象について表やグラフ

を用いて考察して、見いだしたことを

表現している。 

・データを分析することに進んで関

わり、数学的に表現・処理したことを

振り返り、数理的な処理のよさに気

付き生活や学習に活用しようとして

いる。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・日時の観点や場所の観点など

からデータを分類整理し、簡単

な二次元の表に表したり読んだ

りすることができる。 

・棒グラフで表すと、数量の大

小や差などがとらえやすくなる

ことなど、棒グラフの特徴やそ

の用い方を理解している。 

・データをどのように分類整理

すればよいかについて、解決し

たい問題に応じて観点を定めて

いる。 

・身の回りの事象について、表

や棒グラフに表し、特徴や傾向

を捉え考えたことを表現した

り、複数のグラフを比較して相

違点を考えたりしている。 

・進んでデータを分類整理し、

それを表や棒グラフに表して読

み取るなどの統計的な問題解決

のよさに気付き、生活や学習に

活用しようとしている。 

 


